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◉
英
彦
山
参
道
駆
け
上
が
り
大
会
（
詳
細
は
８
ペ
ー
ジ
）

８
０
０
メ
ー
ト
ル
を
、

　
　
　
　
　

駆
け
抜
け
ろ



自
然
の
恵
み
を
生
か
し
て

　

添
田
町
の
特
産
品
と
聞
い
て
、
皆
さ
ん

は
何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
。
英
彦
山
が

ら
が
ら
や
金
の
原
野
菜
、
ゆ
ず
ご
し
ょ

う
、
シ
イ
タ
ケ
、 
こ
ん
に
ゃ
く･･･

な
ど

な
ど
、
昔
か
ら
な
じ
み
の
深
い
も
の
が
多

く
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

町
は
、
添
田
の
天
然
水
で
作
っ
た
爽
快

な
飲
み
口
が
評
判
の「
英
彦
山
サ
イ
ダ
ー
」

と「
英
彦
山
サ
イ
ダ
ー
ゆ
ず
」を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
し
た
。特
に
、英
彦
山
サ
イ
ダ
ー

ゆ
ず
は
町
内
で
採
れ
た
ゆ
ず
果
汁
を
８
％

に
増
量
。
ゆ
ず
の
香
り
が
口
い
っ
ぱ
い
に

広
が
り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
道
の
駅
歓
遊
舎

ひ
こ
さ
ん
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
で
は
農
林
産
物
を
荒
ら
す
鹿

の
捕
獲
処
理
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
鹿
を

貴
重
な
資
源
と
し
て
活
用
し
て
い
く
た
め

に
、
鹿
肉
を
使
っ
た
カ
レ
ー
を
新
た
に
開

発
し
ま
し
た
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
な

ど
が
企
画
し
た
商
品
は
、
常
温
保
存
の
レ

ト
ル
ト
カ
レ
ー
の「
天
狗

鹿
カ
レ
ー
」と
冷
凍
保
存

の
「
添
田
鹿
カ
レ
ー
」の

２
種
類
で
す
。
鹿
肉
は
、

高
た
ん
ぱ
く
で
高
鉄
分
、

低
脂
肪
な
食
材
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
商
品
も
道
の

駅
歓
遊
舎
ひ
こ
さ
ん
で

買
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◉添田町産野菜の定食屋さん
道の駅歓遊舎ひこさんにオープン

英彦山０合目食堂

　添田町産の野菜をたくさん使った料理が
楽しめるおしゃれな定食屋さん「英彦山０
合目食堂」が道の駅歓遊舎ひこさんにオー
プンしました。てんぷら、天丼、天ぷら茶漬
けと一度に３つの食べ方が楽しめる「ひこ
まぶし」など定食を中心としたメニューと
なっています。道の駅歓遊舎ひこさんにお
越しの際は、ぜひお立ち寄りください。
問 英彦山０合目食堂　 （☎31-4235）

添
田
ら
し
さ
を
加
え
て

　

長
崎
県
雲
仙
市
に
伝
わ
る
郷
土
料
理
の

じ
て
ん
し
ゃ
飯
。
い
り
こ
と
し
ょ
う
油
の

炊
き
込
み
ご
飯
の
お
に
ぎ
り
は
、
昭
和
２

年
の
島
原
半
島
一
周
自
転
車
競
争
大
会

で
、
応
援
に
駆
け
つ
け
た
皆
さ
ん
に
振
る

舞
わ
れ
ま
し
た
。
以
来
、「
自
転
車
の
よ

う
に
早
く
炊
け
る
し
ょ
う
油
飯
」か
ら「
じ

て
ん
し
ゃ
飯
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
も
９
月
29
日
に
開
催
さ
れ
る
第
29
回

英
彦
山
サ
イ
ク
ル
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
大

会
の
ご
当
地
グ
ル
メ
・
特
産
品
フ
ェ
ア
で

町
オ
リ
ジ
ナ
ル
の「
じ
て
ん
し
ゃ
飯
の
素
」

と
「
じ
て
ん
し
ゃ
飯
お
に
ぎ
り
」
を
販
売

し
ま
す
。
添
田
町
の
「
じ
て
ん
し
ゃ
飯
」

に
は
、
長
崎
県
産
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
に
、

町
で
実
っ
た
原
木
シ
イ
タ
ケ
と
ゆ
ず
入
り

で
、〝
ハ
ヤ
イ
・
カ
ン
タ
ン
・
カ
ラ
ダ
ニ

イ
イ
〞
が
特
徴
。
添
田
町
の
自
然
の
恵
み

が
た
く
さ
ん
入
っ

た
無
添
加
「
じ
て

ん
し
ゃ
飯
」
を
ぜ

ひ
、
味
わ
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

新
た
な
商
品
が
続
々
、
誕
生

　

町
で
は
商
工
会
と
共
同
で
平
成
28
年
度

か
ら
地
域
の
活
性
化
と
雇
用
の
創
出
を
図

る
た
め
、
農
産
加
工
を
中
心
に
担
い
手
の

創
業
と
新
事
業
に
取
り
組
む
人
を
支
援
す

る
創
業
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
８
つ
の
事
業
所
で
20
点
以
上
の
新
し

い
商
品
が
生
ま
れ
、販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
受
け

継
い
で
き
た
伝
統
や
培
っ
て
き
た
技
術

に
、
新
た
な
ア
イ
デ
ア
を
プ
ラ
ス
。
専
門

家
に
よ
る
相
談
・
支
援
や
セ
ミ
ナ
ー
受
講

に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
開
発
や
販
路
開
拓
な
ど

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ア
イ
デ
ア
が
カ
タ
チ
と

な
っ
て
、
自
然
と
風
土
と
一
体
と
な
っ
た

「
添
田
の
逸
品
」
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

↑添田町産の白ご飯はおかわり自由となっています

町の創業支援事業では、現在まで20品目以上の商品が新たに特産品として、道の駅歓遊舎ひこさんなどで販売されています。添田町の自然や風土を生かした野菜や果物を豊富に使った確かな品、町に古くから伝わる伝統工芸品などの中から、現在のオススメ商品の一部を紹介します。

↑カタクチイワシのいりこに添田町産の原木
シイタケ、ゆずを加えた栄養満点で素朴な味
わいが特徴の添田の「じてんしゃ飯」

日本最古の土
どれい

鈴で、魔除けや
水守りとして、家の玄関や勝
手口に吊るされている英彦山
がらがら。約800年続く伝統
工芸品もパッケージ（包装）の
デザインを新しくしました。

福岡市内や関東でも人気に
キャラメルおこし

津野のお米を原料に、安心・安全を守
りながら、懐かしくもおいしい味にこ
だわったキャラメルおこしです。町の
創業支援事業をきっかけに福岡市内や
関東でも販売されている人気商品です。

魔除けや
玄関や勝
英彦山
く伝統
包装）の
した。

町で採れる新鮮なゆずやトマト、玉ねぎなどをまるごと
贅沢に使った、素材の味を引き立てるドレッシングです。

日本最古の土鈴
英彦山がらがら

町自慢の野菜をまるごと  ドレッシング

新しい特産品の一部を
紹介

広報そえだ（令和元年９月号）　２３　広報そえだ（令和元年９月号）

リニューアルした英彦山サイダー

英彦山

サイダー
ゆず

福

津

創

←リニューアルした英彦山サイダー（250ml／）㊧と
　英彦山サイダーゆず（200ml）

　町では、添田ならではの「自然」や「風土」など
を生かして、特産品の開発を行ってきました。今回、
町の天然水を使った英彦山サイダーをリニューアル
し、鹿肉を使ったレトルトカレーの販売も開始しま
した。また、商工会と協力し、町内の事業者の新し
い事業展開を支援する添田町創業等支援事業による
新たな商品開発が進められています。

リニューアル、新開発。町の新商品を紹介

 味とデザインで勝負

 添田の逸品
添田町創業等支援事業補助金

　町では産業の振興と雇用の創出を図るこ
とを目的に、新規創業者や新事業を展開す
る人の支援を行っています。新しく事業を
始めようとしている人や新しい分野への進
出を考えている人など、まずは相談してみ
ませんか。

問 役場地域産業推進課商工業振興係
　 （☎82-5962）
　添田町商工会（☎ 82-0244）

←天狗鹿カレー（200g）㊨と添田鹿カレー（200g）

添
田
町
の
自
然
の
恵
み

添
田
町
の
自
然
の
恵
み

↑添田の「じてんしゃ飯」の素

ア
が
カ
タ
チ
と

と
一
体
と
な
っ
た

し
て
い
ま
す

町自慢の野菜をまるごと

ませんか。

問 役場地域産業推進課商工業振興係
（☎82-5962） す

。
　 （☎82 5962）
　添田町商工会（☎ 82-0244）

るごと
グです。

グ

日本
水守
手口
がら
工芸
デザ

日本
英彦

。

（左から）LOGOS＝椎茸佃煮のフレーク／サパ
ンヌ＝減塩ゆずごしょう／英彦のてまひま＝粉
末ゆずこしょう、一味唐辛子／天狗の鼻もげ＝
激辛スパイス

創業支援事業での逸品平成30年度



５　広報そえだ（令和元年９月号） 広報そえだ（令和元年９月号）　４

消費税・地方消費税の税率が
10％に引き上げられます

使用料などの名称 単位 現在の額 改定後の額 担当課

添田町立小学校屋内体育館使用料（昼間） ２時間 860円 880 円 教育委員会学校教育課
教育係（☎ 82-5963）添田町立小学校屋内体育館使用料（夜間） ２時間 1,300 円 1,320 円

そえだ公民館
（オークホール）

【例】ホール使用料（町内者）
（平日9時～17時、入場料無料） １回 25,920 円 26,400 円

教育委員会社会教育課
文化振興係
（☎ 82-2559）

【例】研修室使用料（町内者） １回４時
間まで 1,300 円 1,320 円

【例】会議室使用料（町内者） １回４時
間まで 860円 880 円

付属設備使用料
【例】グラウンドピアノ １回 10,800 円 11,000 円

冷暖房使用料 1時間 320～5,400
円

330～5,500
円

津野公民館
彦山公民館
中元寺公民館

【例】各室使用料（町内者） １回４時
間まで 1,300 円 1,320 円

冷暖房使用料 １時間 320円 330 円

使用料などの名称 単位 現在の額 改定後の額 担当課

町民会館

【例】ホール使用料　全面
（平日9時～17時、入場料無料） １回 14,800 円 15,070 円

教育委員会社会教育課
社会教育係
（☎ 82-2559）

【例】各室使用料（町内者） １回４時
間まで 1,300 円 1,320 円

冷暖房使用料 １時間 320～2,160
円

330～2,200
円

サン・スポーツラ
ンド／野球場

使用料　 ２時間 1,080 円 1,100 円

照明　半灯（４基） ２時間 9,720 円 9,900 円

照明　全灯（６基） ２時間 14,040 円 14,300 円

サン・スポーツラ
ンド／多目的グラ
ウンド

使用料 ２時間 1,080 円 1,100 円

照明 30分 270 円 280 円

サン・スポーツランド／グラウンドゴルフ ２時間 160円／１人 170円／１人

ドーム／体育館
（全面）

昼間（電気を使用しない） ２時間 1730円 1,760円

夜間（電気を使用する） ２時間 2,590円 2,640円

ドーム／屋内テニスコート（全面） ２時間 2,590円 2,640円

ドーム／ゲートボール場 ３時間 160円／１人 170円／１人

町体育館（全面）
昼間（電気を使用しない） ２時間 1,730円 1,760円

夜間（電気を使用） ２時間 2,590円 2,640円

ふれあいの館そ
えだジョイ
（町内者）

３階茶室 １回 320円 330円

そえだジョイ
（☎ 82-5800）４階仮眠室 １回 160円 170円

集会室 1回 3,240～6,480
円
3,300 ～ 6,600

円

クアハウス「ハ
ピネス」

超過料金 30分ごと 50～100円 60～110円

クアハウス「ハピネス」
（☎ 82-5061）

回数券 11枚つづり 1,030～2,590円
1,050～2,640

円

定期券 １か月 1,230～3,090
円

1,250～3,150
円

定期券 3か月 3,090～8,230
円

3,150～8,380
円

足湯（回数券） 10枚つづり 820円 840 円

10月１日か
ら

※各施設の使用料、付属設備使用料などについては、町内者・町外者、利用する時間帯など区
分で料金が異なるため、その一部を掲載しています。詳しくは担当課まで問い合わせください。

「社会保障と税の一体改革」により、消費税と地方消費税を合
わせた税率が、10月１日から10％（消費税7.8％、地方消費税
2.2％）に引き上げられます。引き上げ分の税収は、すべて社
会保障の充実と安定化のための財源にされます。 

区分 現行 10月１日から

消費税 6.3％ 7.8％

地方消費税 1.7％ 2.2％

合計 ８％ 10％

なぜ、税率が上がるの
ですか？

社会保障制度を次世代へ引き継ぎ、
みんなが安心できる社会にするため

みんなが安心できる社会にするため
には、安定した財源を確保し、社会
保障制度を、次世代に引き継ぐとと
もに、全世代型へ転換していく必要
があります。そのために10％への引
き上げが必要です。

引き上げ分は何に使わ
れるのですか？

すべての世代を対象とする社会保障
のために

引き上げ分は、①待機児童の解消、
②幼児教育・保育の無償化、③高等
教育（大学など）の無償化④介護職
員の処遇改善、④所得の低い高齢者
の介護保険料軽減、⑤年金生活者支
援給付金の支給などに使われます。

家計や景気への影響は
大丈夫ですか？

家計と景気、両方の視点から対策を
実施します

飲食料品（お酒・外食を除く）と新
聞（定期購読契約、週２回以上）に
係る税率を８％に据え置く「軽減税
率制度」を実施します。このほか、
家計や景気への影響を緩和するため
の各種対策を実施します。

知っていますか、地方消費税 一般に「消費税」とは消費税（国税）と地方消費税（地方税）を合計したものです。地方消費税収は地方自治
体の貴重な財源として皆さんの身近な行政に生かされています。

計したものです。地方消費税収は地方自治
す。

公共施設の使用料などが変わります公共施設の使用料などが変わります
10月１日から消費税率が改定されることに伴い、公共施設などの使用料や
利用料が変わります。今回は料金が変わる主なものをお知らせします。

消費税・地方消費税の改定により

公共施設の使用料などが変わります

政府広報　消費税

係
59）

0円

0円

0円

人

ジ イ

クアハウス「ハピネス」

文化振興係
（☎ 82-2559）

■水道料金
　11月請求分（10月使用分）以降の水道料金に消費税率10％が適用されます。なお、水道水
については、炊事や飲用のための「食品」と風呂や洗濯などの生活用水が一緒になって提
供されているため、水道料金は「軽減税率」の対象とはなりません。
問 水道課管理係（☎ 82-5961）

40円

間帯など区
せください。

水道水水道水
なって提

※この改定は消費税率改定に伴うものであり、本体価格の増はありません。ご理解とご協力お願い
します。また、「町指定のごみ袋」や「町バス」、デマンド型乗合交通「まちいこカー」については、
今回の消費増税に伴う料金変更はありません。



９ 29日 10：00》》》15：00

添田小学校前》》》英彦山豊前坊
※当日の交通規制にご協力ください

７　広報そえだ（令和元年９月号）

ご当地グルメ・特産品フェア

令和初の英彦山路に挑む

９ 29日
第29回
英彦山サイクルタイムトライアル大会

　　　＆ご当地グルメ・特産品フェア  
29th Mt.HIKO CY

CLE TIME TRIAL

９：40》》》クラス別にスタート

問 添田町商工会（☎ 82
-0244） 

▶ところ　町体育館駐車場

同
時
開
催

大会当日は、レースの模様を３地
点からインターネットで生中継！
【配信URL】⇒http://www.kiai.
gr.jp/soeda/timetrial2019.html

▶出店一覧  ※販売品目は都合により、変更になる場合があります
店名 メニュー 店名 メニュー

添田町商工会女性部 ドリンク各種 彦山羊羹秀島商店 バナナ羊かん、彦山ようかん（本練・抹
茶）、田舎羊かん、 昔羊かん

酒か菜処  千～sen～ カルビ丼 菓子の木クスモト りんごパイ、くりパイ、添田マフィン、
炭坑ようかん、草だんご

香牛かれー香壺 かれーらいす、かれールー 篠崎川魚店 山女塩焼

仕出しゆうざき ホルモン焼そば 英彦学園 俺の丼、タピオカミルクティー

居酒屋しゃも のりタル丼、しょうが焼き丼、ソースカ
ツ丼、串カツ、ドリンク各種 阪本農園 かぼちゃプリン、さつまいもプリン、

ワッフル、むしパン、野菜チップス
ストロベリーコーンズ

田川中央店 ピザ各種、ドリンク各種 ゆめや タピオカドリンク、かき氷、コットン
キャンディ

サーティワン
アイスクリーム

アイスクリーム（シングル、ダブル、 
トリプル） スモークアート平田 ウィンナー、豚バラ、スモークチキン、

おやどり
福太郎㈱

添田町めんべい工場 めんべいわれせん（プレーン） 添田町  英彦山サイダー、ジビエカレー、じてん
しゃ飯の素、じてんしゃ飯おにぎりほか

平田屋 串こんにゃく、煮卵、刺身こんにゃく いも娘 サツマイモスティック、フライドポテ
ト、 わたがし

添田、田川のおいしいグルメが大集合

場
合
、
幼
稚
園
の
利
用
に
加
え
、
利
用

日
数
に
応
じ
て
、
月
額
１
万
１
３
０
０

円
ま
で
無
償
化
さ
れ
ま
す
。

■
認
可
外
保
育
施
設

　
「
保
育
の
必
要
性
の
認
定
」
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
、
３
歳
児
か
ら
５
歳
児

ま
で
の
子
ど
も
は
月

額
３
万
７
千
円
ま
で
、

０
歳
児
か
ら
２
歳
児

ま
で
の
住
民
税
非
課

税
世
帯
の
お
子
さ
ん

は
月
額
4
万
２
千
円

ま
で
利
用
料
が
無
償

化
さ
れ
ま
す
。
対
象

と
な
る
施
設
は
、
認

可
外
保
育
施
設
に
加

え
、
一
時
預
か
り
事

業
、
病
児
保
育
事
業
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ

ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事

業
の
施
設
で
す
。

■
発
達
支
援
事
業
所

な
ど

　

就
学
前
の
障
害
児

の
発
達
支
援
事
業
な

ど
を
利
用
す
る
３
歳

児
か
ら
５
歳
児
ま
で

の
お
子
さ
ん
は
無
償

化
の
対
象
で
す
。

■
保
育
の
必
要
性
の
認
定

※
認
可
外
保
育
所
や
私
立
幼
稚
園
な
ど

を
利
用
し
て
い
る
場
合
は
、事
前
に
「
保

育
の
必
要
性
の
認
定
」
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

町
独
自
の
軽
減

２
歳
児
ま
で
は
半
額
に

　

10
月
１
日
か
ら
幼
児
教
育
・
保
育
の

無
償
化
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
国
の
無
償

化
の
基
準
は
、
３
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま

で
の
全
世
帯
と
０
歳
児
か
ら
２
歳
児
ま

で
は
住
民
税
非
課
税
世
帯
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
町
で
は
保
育
所
な
ど
を
利

用
す
る
全
て
の
子
育
て
世
帯
の
皆
さ
ん

の
経
済
的
な
負
担
を
減
ら
し
、
安
心
し

て
子
育
て
で
き
る
よ
う
に
、
町
独
自
の

施
策
と
し
て
０
歳
児
か
ら
２
歳
児
ま
で

の
お
子
さ
ん
は
、
国
が
定
め
る
利
用
料

の
半
額
を
軽
減
し
ま
す
。

■
幼
稚
園
・
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園

　

幼
稚
園
や
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園

な
ど
を
利
用
す
る
全
て
の
お
子
さ
ん
の

利
用
料
が
無
償
化
ま
た
は
、
軽
減
さ
れ

ま
す
。
対
象
と
な
る
施
設
は
、
幼
稚
園

や
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
に
加
え
、

地
域
型
保
育
、
企
業
主
導
型
保
育
事
業

（
標
準
的
な
利
用
料
）
も
同
様
に
無
償

化
の
対
象
で
す
。

■
幼
稚
園
の
預
か
り
保
育

　

無
償
化
の
対
象
と
な
る
た
め
に
は
町

か
ら「
保
育
の
必
要
性
の
認
定
」を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
認
定
を
受
け
た

対　象

３歳～５歳児
クラス

０歳～2歳児
クラス

　　

０歳～２歳児
クラス

対象となる施設・サービス

幼稚園、保育所、認定こども園、障害児
通園施設、地域型保育、企業主導型保育
事業（標準的な利用額）

利用料（保育料）

無償
（幼稚園は月25,700円まで）

幼稚園の預かり保育 月額11,300円まで
無償

認可外保育所・ベビーシッター 月額37,000円まで
無償

幼稚園、保育所、
認定こども園

ともに無償
（幼稚園は月25,700円まで）障害児通園施設＋

保育の認定事
由に該当する[　　　　　 ]

幼稚園、保育所、認定こども園、地域型
保育

国が定める基準
利用料の半額軽減

住民税非
課税世帯[  　　　 ]

【保育の必要性の認定】❶保護者が就労していること❷妊娠中であるかまたは出産後まもないこと
❸保護者が疾病または障害を有していること❹保護者が求職活動を継続的に行っていることなど

幼児教育 ・保育の無償化の具体的なイメージ （例）

町独自

広報そえだ（令和元年 9月号）　６

▶注意＿無償化の対象は保育料です。通園送迎費や食材料費、行事費などは保護者の負担
　　　　となります。

10月からスタート!!
幼児教育・保育の無償化
10月から幼稚園や保育所などの保育料が無償となりま
す。国の基準では対象とならないお子さんについても、
町独自の軽減措置を行います。
　問 保育所／役場保健福祉環境課（☎ 82-1232）　 　　幼稚園／教育委員会学校教育課（☎ 82-5963）

ま
も
まままま
もももももも、
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My Town Topics　問 役場総務課（☎ 82-1231）

まちの話題
My Town Topics

身近なまちの話題について情報をお寄せください。
広報紙に掲載された写真は差し上げますので、お気軽に問い合わせください。

　８月９日、オ
ークホールで、
１級フラワーデ
ザイナーの長副
佐希子さんを講
師に、フラワー
アレンジメント
教室が行われま
した。教室には、
町内外から約10
組の親子が参加し、造花やクマの人形、ハートの素材な
どを組み合わせ、花束などが完成。自分用に飾ったり、
プレゼントにしたりと参加者は嬉しそうな様子でした。

まちの話題

　山の日の８月11日、英彦山参道で、４回目の駆け上

がり大会が行われました。開会式では実行委員会の内

野恭一会長が「とても暑いので、無理をせずゴールを

目指してください」とあいさつ。大会には東京や大阪、

広島など、県内外から約 290 人が参加し、男女や年齢

別に時間差でスタートしました。高低差約 160 メート

ル、長さ約 800 メートルの石段は参加者の体力を奪い、

ゴール後にはその場に倒

れ込む姿も見られました。

最も速かったのは、一般

男性の部に出場した大山

賞之さん（長崎県）でタ

イムは４分56秒でした。

英彦山参道駆け上がり大会

約800メートルの石段を全力で走る↓スタートでは笑顔をみせていた参加者も、ゴール付近では険しい表情に変わります

フラワーアレンジメント教室

親子でかわいくフラワーアレンジ

↑工夫ひとつで華やかな作品ができあがります

↑走り切り、倒れ込む参加者たち

↓美深町では温かい歓迎を受けました㊤美深町の小・中学生が添田町でホームステイ㊦

姉妹町北海道美深町

姉妹の強い絆で末永い交流誓う

　７月25日から27日までの３日間、本町と姉妹町の提
携を結んでいる北海道美深町を寺西町長や畠田町議会
議長らが親善訪問し、北の大地で温かい歓迎を受けま
した。一行は、26日に行われた第35回美深ふるさと夏
まつりや歓迎交歓会に参加。寺西町長と山口信夫美深
町長が、お互いの町の発展と末永い交流を誓い合いま
した。また、８月２日から５日までの４日間、美深町
から小・中学生５人が添田町を訪れ、ホームステイを
しました。昨年８月に添田町から美深町を訪問した友
人と約１年ぶりに再会した子どもたち。各家庭で親睦
を深めたり、町外研修に出かけたりして交流。８月３
日は、そえだ花火大会に参加するなど３泊４日の短い
滞在でしたが、暑さに負けず楽しく過ごしていました。

　８月24日、オ
ークホールで男
女共同参画推進
セミナーの料理
教室が行われ、
親子連れなど24
人が参加しまし
た。講師の地域
おこし協力隊の
佐々木晋さんか
ら指導を受けながら、夏野菜たっぷりのキーマカレーや
サラダ、ミネストローネなどに挑戦。１枚のお皿にきれ
いに盛り付けて、皆さんでおいしく味わっていました。

男女共同参画推進セミナー

夏野菜たっぷりのクッキング教室

↑夏休みの思い出に親子でワンプレート料理に挑戦

　英彦山神宮奉
幣殿で８月12日、
田川警察署の警
察官と神宮の神
職が、登山者や
参拝客に安全な
登山や防犯など
を訴えました。
警察官らは、熱
中症予防の冷却
シートや防犯ブザーを配り、無理のない登山計画の策定
や熱中症の注意、犯罪の抑止のために福岡県警の防犯ア
プリ「みまもっち」のダウンロードを呼びかけていました。

田川警察署と神宮が啓発活動

安全で楽しい登山と防犯を呼びかけ

↑グッズを配り啓発する英彦山神宮の神職と警察官

ドッジボールチーム添田町スポーツ少年団添田フレンズ

チームワークを発揮、九州大会出場↓持ち前の元気と明るさ、チームワークを発揮、九州大会出場を決めた添田フレンズ

　小学生ドッジボールチーム添田フレンズが９月15日
に鹿児島県で開催される第６回九州ブロック親善ドッ
ジボール大会に出場を決めました。７月21日、福岡市
で行われた全日本ドッジボール選手権福岡県大会では
予選ブロックを２位通過、決勝トーナメントでベスト
８まで勝ち進み九州大会出場権を獲得した添田フレン
ズ。８月16日、耳塚コーチと選手21人が役場を訪れて、
寺西町長に九州大会出場を報告しました。キャプテン
の井上くんは「添田町スポーツ少年の代表として、日ご
ろの練習の成果を発揮し、頑張りたい」と決意を語りま
した。添田フレンズは森田監督（全国大会経験者）の指
導のもと毎週火・木曜日、18時からそえだドームで練習
しています。興味のある小学生は見学してみませんか。

　道の駅歓遊舎
ひこさん前の彦
山川で、川遊び
をしながら川の
生き物について
学ぶ「英彦山 川
の水族館」が行
われ、親子連れ
約70人が参加し
ました。水着姿
で川に入った子どもたちは、アカザを守る会代表の武貞
誉裕さんから教わりながら、水の中をのぞく水メガネと
網を使ってヨシノボリやカワムツなどを捕まえました。

↑武貞さんから川の生物の説明を聞く子どもたち

英彦山 川の水族館

川って、いろいろな生き物がいるね

　８月23日、児
童館で夏休みボ
ードゲーム会が
行われ、子ども
から大人まで約
30人が参加しま
した。ボードゲ
ームとは、盤上
にコマやカード
を置いたり、取
り除いたり、動かしたりして遊ぶゲームです。参加者は、
進行役の臨床心理士・井料美輝子さんからルールを教わ
り、一手一手考えながら、楽しく交流していました。

夏休みボードゲーム会

↑論理的思考の向上とコミュニケーションが図れます

ルールは簡単。考えて楽しく交流

　道路や庭に水
をまいてホコリ
を防いだり、夏
の涼をとったり
と日本人が昔か
ら行ってきた打
ち水。８月１日、
役場庁舎前で打
ち水大作戦が行
われ、役場職員
がペットボトルに入れて持参した雨水や風呂の残り湯な
どをアスファルトにまきました。結果は、外気温32.5℃
から30.5℃、路面温度は 33.5℃から31.5℃になりました。

打ち水大作戦2019

昔からの知恵で温度が２℃下がる

↑気球温暖化対策の一環で筑豊各所で行われました
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９月生まれ
HAPPY
BIRTHDAY

籾井 円
まどか

香ちゃん 
９月８日生 ❸・上中元寺

マドカお誕生日おめでとう♡
3歳も元気いっぱい遊ぼうね！

◉
10
月
号
に
掲
載
す
る
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
募
集
し
ま
す

　

９
月
13
日
金
ま
で
に
役
場
総
務
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
投
稿
は
１
人
一
句
ま
で
。
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
区
分
を
書
い

て
く
だ
さ
い
。

問 

役
場
総
務
課
広
報
・
秘
書
係
（
☎
82
―
１
２
３
１
）

文
芸
歳
時
記

【
俳
句　

投
稿
】

秋
高
し
天
を
支
え
る
女
男
魂
岩　
　
　
　

伊
勢
村　

稔

止
ま
れ
!!
ス
ト
ッ
プ
!!
岩
石
山
に
棚た

な
び引

く
雲
ョ　

村
岡　

清
香

坂
の
ぼ
る
思
い
出
あ
ま
た
墓は

か

ま
い
り　
　

本
川
ミ
ツ
子

洗
濯
の
窓
よ
り
眺
む
棗
の
実　
　
　
　
　

寺
本　

紀
子

大
井
川
の
右
岸
左
岸
青
葉
光　
　
　
　
　

島
津
余
史
衣

尼
寺
の
裏
戸
開
け
あ
る
蝉
し
ぐ
れ　
　
　

柴
田　

一
世

山
里
の
地
蔵
寄
り
添
ふ
植
田
か
な　
　
　

斎
藤
智
寿
子

手
を
止
め
て
し
ば
し
眺
め
る
青
田
波　
　

天
野
ユ
キ
海

無
人
駅
明
か
り
こ
ぼ
る
る
月
見
草　
　
　

立
花　

克
明

【
短
歌　

投
稿
】

君
乗
り
し
阪
急
電
車
は
淀
川
を

　
　
　
　

渡
り
て
帰
る
寂
し
き
も
の
ぞ　

独
活
山
強
実

イ
ギ
リ
ス
の
牝
鹿
パ
ッ
カ
ー
恋
人
の

　
　
　
　

胸
を
目
指
し
て
駆
け
て
優
勝　

濵
田
イ
サ
オ

蕗
の
葉
陰
に
淋
し
や
空
蝉

　
　

声
も
立
て
で
は
や
な
き
や
汝な

が
命　

仲
摩　

直
子

台
風
も
無
事
通
過
し
補
助
紐
の

　
　

南
瓜
落
ち
ず
に
十
二
キ
ロ
を
採
る　

櫻
木
マ
サ
子

が
め
煮に

煮に

て
待
っ
て
い
る
よ
と
盆
帰
り

　

そ
の
母
は
い
ず
福

ふ
く
ほ
く北

ゆ
た
か
帰
り
の
電
車　

ま
ご
は
る
か

【
俳
句  

天
籟
通
信
添
田
句
会　

大
池
青
湖
選
】　
　
　

桃
を
む
く
解
け
は
じ
め
た
る
わ
だ
か
ま
り　

諌
山　

静
香

朝
顔
の
あ
っ
け
ら
か
ん
と
今
を
咲
く　
　

鈴
鹿　

雅
子

七
夕
の
思
い
出
た
ど
る
連
の
露　
　
　
　

安
永　

藻
香

ヘ
ル
ニ
ア
に
か
か
り
し
犬
の
夏
座
布
団　

手
嶋
く
み
え

天
の
川
流
し
て
み
た
い
星
の
屑　
　
　
　
　

武
田　

晴
子

勾
玉
は
胎
児
の
か
た
ち
白
露
か
な　
　
　
　

池　
　

三
太

荒
梅
雨
を
し
っ
か
り
生
き
る
フ
ラ
イ
パ
ン　

西　
　

加
予

ぼ
う
ふ
ら
の
生
き
る
世
に
あ
る
浮
き
沈
み　

大
池
み
ど
り

【
短
歌　

春
扇
短
歌
会　

筑
紫
支
社
】

み
ち
の
く
の
大
き
な
空
に
岩
木
山

　
　

雪
を
被
き
て
ど
っ
し
り
か
が
や
く　

大
塚　

富
江

朝
の
陽
に
月
見
草
な
る
黄
の
色
は

　
　
　

茶
色
と
な
り
て
細
り
て
し
ま
ふ　

五
十
嵐
田
鶴

稲
株
の
張
り
の
具
合
も
程
良
し
と

　
　
　
　

中
干
し
の
日
の
水
口
を
止
む　

平
井　

朝
子

記
念
樹
の
楓
の
新
芽
玉
開
き

　
　
　

赤
き
一
葉
に
手
を
触
れ
て
み
る　

福
富　

廣
枝

ベ
ラ
ン
ダ
の
ガ
ー
ド
の
壁
に
黄
揚
羽
の

　
　
　

羽
化
し
た
ば
か
り
陽
光
浴
び
て　

荒
巻
ミ
サ
子

夜
の
更
け
に
電
話
告
げ
来
る
突
然
の

　
　
　
　
　

友
の
訃
報
に
涙
さ
へ
出
ず　

木
村　

寛
子

添田町敬老会
◉健康長寿をお祝いします

◉とき　９月15日日
　　　　　16日月
▷ 15 日日　大字添田、庄
▷ 16 日月　大字津野、英彦山、落合、桝田、
　　　　　中元寺、野田、町内高齢者施設

◉ところ　オークホール
◉対象者　75歳以上の人（昭和20年４月１日
　　　　　以前に生まれた人）

祝

問 役場保健福祉環境課福祉・高齢者支援係
　 （☎ 82-1232）

永田 怜
れいじ

士ちゃん 
９月 26日生 ❶・峰地

誕生日おめでとう♥ やんちゃで食
いしん坊な怜くん、これからもすく
すく育ってね！

前田 暖
はると

斗ちゃん 
９月１日生 ❸・町二

はると、おたんじょうびおめでと
う !! ゆりとなかよく遊んでね
　　　　　　　おかあさんより

大和 琉
りゅうしん

慎ちゃん 
９月 28日生 ❸・峰地団地

悪ガキ３歳になりました。これ
からも元気でワンパクに !!
　　　　　　　パパ・ママより

お子さんの写真を掲載しませんか

　３歳までのお子さんの写真を募集しています。写真と
メッセージを役場総務課 (☎ 82-1231) に持参、または
Eメール（koudojyouhou@town.soeda.fukuoka.jp）で
送信してください。
　10月生まれの締め切りは 9月13日金です。

ありがとうございます

　町出身で、教育行政の振興や発展に貢献していた
だいている佐藤知也さんが８月に100歳の誕生日を
迎えました。現在は、福岡市内で奥さんと暮らす佐
藤さんは、これまでに添田の子どもたちのためにと
多額の寄付や添田小学校、添田中学校、町立図書館
に本などを寄贈。町は、その寄付金を原資にした町
独自の給付型奨学金を創設しています。８月25日、
寺西町長や奨学生の木森冴弥さんらが佐藤さん夫婦
を訪問し、お祝いの記念品などを手渡しました。佐
藤さんは「100歳の誕生日を祝ってもらい大変あり
がたい。これからも夫婦で健康に気をつけ、添田町
との絆を大切にしていきたい」と話していました。

感謝を込めて、お祝い状贈る
佐藤知也さんに100歳の記念

↓奨学生の木森さんは「佐藤さんへの感謝を胸に勉学に励む」と語っていました

町にちなんだ句などの書を寄贈
書家・秀島踏波さん

↑ふるさとの添田町にちなんだ作品など書６点を町へ寄贈した秀島さん

　大阪を拠点に活動する町出身の書家・秀島踏波さ
んが、自作の書作品を町に寄贈しました。寄贈作品
は、英彦山を何度も訪れた女性俳人の杉田久女の「谺

こだま

して　山ほととぎす　ほしいまゝ」や種田山頭火の
「分け入れば水面」、野見山朱鳥の「炎天に　英彦の癌
の　りうりうと」など英彦山を舞台に詠まれた俳句
や子どもたちへエールを送る「赤かて白かてどちら
もまけるな」など６点です。６月14日から７月21日
まで田川市美術館で「ヘタでもホンモノ　秀島踏波
展」が開催された秀島さん。また、これまでに町内
の小学生を対象に特大の筆で思い思いの漢字一字を
ダイナミックに書く「書の表現教室」を行っていま
す。寺西町長は「秀島さんのメッセージが伝わる作
品を多くの人に見てもらいたい」と語っていました。



申込不要、直接会場にお越しください

　ふる里まつりのステージで楽しく歌いま
せんか。皆さんの参加お待ちしています。

▶と　　き　10月27日日
　　　　　　　　13時30分～15時30分
▶と こ ろ　ふる里まつりイベントステージ
　　　　　 （オークホール駐車場）
▶募集人数　20組程度（１組３人まで）
▶歌唱時間　１コーラス（１番まで）
▶使用機種　ＪＯＹＳＯＵＮＤ
▶申込方法　申込用紙に必要事項を記入
　　　　　　し郵送またはＦＡＸで申し
　　　　　　込んでください

▶申込締切　９月30日月必着
問 役場地域産業推進課商工業振興係
　 （☎ 82-5962）

会場を盛り上げましょう

◉国指定重要文化財修理工事

中島家見学会

◉自慢の歌声を披露しませんか

ふる里まつり
カラオケ大会

※
参
加
希
望
者
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
田
川
専
門
援
助
部

　
 

門
（
☎
44
―
０
２
９
２
）

　
▼
と
き　

10
月
６
日
日
10
時
〜
13
時

▼
と
こ
ろ　

田
川
市
民
会
館

▼
相
談
方
法　

面
談
（
１
件
50
分
）

▼
相
談
料　

無
料
／
予
約
制
、
定
員

　

６
人

▼
予
約
期
間　

９
月
17
日
火
〜
10
月

　

４
日
金　

10
時
〜
16
時

▼
予
約
電
話
番
号　

☎
０
５
７
０
―

　

783
―
544

問 

福
岡
県
司
法
書
士
会
事
務
局

　

 

（
☎
092
―
722
―
４
１
３
１
）

▼
募
集
人
数　

各
30
人

▼
参
加
費　

１
日
４
千
円（
資
料
代
）

▼
募
集
期
限　

10
月
18
日
金

問 

福
岡
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　

 

（
☎
092
―
631
―
１
２
２
１
）

　

母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の
父

ま
た
は
寡
婦
が
扶
養
し
て
い
る
お
子

さ
ん
の
進
学
に
必
要
な
資
金
の
貸
付

を
行
い
ま
す
。

▼
対
象　

①
母
子
家
庭
の
母
、
父
子

　

家
庭
の
父
で
20
歳
未
満
の
児
童
を

　

扶
養
し
て
い
る
人　

②
母
子
家
庭

▼
対
象
者　

①
ひ
と
り
親
家
庭
の
母

　

ま
た
は
父
で
20
歳
未
満
の
児
童
を

　

扶
養
し
て
い
る
人　

②
ひ
と
り
親

　

家
庭
の
母
ま
た
は
父
に
扶
養
さ
れ

　

て
い
る
児
童　

③
か
つ
て
母
子
世

　

帯
の
母
で
あ
っ
た
人（
寡
婦
）　

④

　

寡
婦
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
子　

⑤

　

配
偶
者
と
死
別
ま
た
は
離
別
し
た

　

40
歳
以
上
の
配
偶
者
の
い
な
い
女

　

子
で
、
母
子
家
庭
ま
た
は
寡
婦
以

　

外
の
人

※
た
だ
し
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
け

て
い
る
人
で
、
令
和
元
年
８
月
分
の

児
童
扶
養
手
当
の
額
が
、
11
月
分
の

額
に
満
た
な
い
人
。

▼
貸
付
限
度
額　

令
和
元
年
11
月
分

　

の
児
童
扶
養
手
当
か
ら
同
年
10
月

▼
と
き　

10
月
11
日
金
10
時
〜
12
時

▼
と
こ
ろ　

福
岡
県
吉
塚
合
同
庁
舎

　
（
福
岡
市
）

▼
試
験
方
法　

筆
記
試
験

▼
願
書
配
布　

９
月
13
日
金
ま
で

▼
願
書
配
布
場
所　

福
岡
県
商
工
部

　

工
業
保
安
課

▼
願
書
提
出
期
限　

９
月
13
日
金
17
時

▼
願
書
提
出
先　

福
岡
県
商
工
部
工

　

業
保
安
課

▼
受
験
手
数
料　

８
千
円
（
福
岡
県

　

領
収
証
紙
で
納
入
）

※
郵
送
方
法
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

福
岡
県
商
工
部
工
業
保
安
課
採
石

　

 

係
（
☎
092
―
643
―
３
４
３
８
）

▼
試
験
日　

▽
防
衛
大
学
校
１
次（
一

　

般
）＝
11
月
９
日
土
、10
日
日　

▽

　

防
衛
医
科
大
学
看
護
学
科
学
生（
１

　

次
）
＝

　

10
月
19

　

日
土　

　

▽
防
衛
医
科
大
学
医
学
科
学
生（
１

　

次
）＝
10
月
26
日
土
、
27
日
日

▼
試
験
会
場　

北
九
州
予
備
校（
予
定
）

▼
受
験
資
格　

高
卒（
見
込
含
）21
歳

　

未
満

▼
受
付
期
間　

９
月
５
日
木
〜
30
日
月

問 

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

　

 

地
域
事
務
所

　

 

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
８
４
７
）

▼
と
き　

10
月
23
日
水　

13
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福
岡

　
（
福
岡
市
）

▼
定
員　

15
人
／
受
講
料
千
円

▼
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
福
岡
県

　

看
護
協
会
サ
イ
ト
で
申
し
込
み

※
対
象
者
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問 

福
岡
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　

 

（
☎
092
―
631
―
１
２
２
１
）

▼
と
き　

11
月
６
日
水
、
12
日
火
、　

　

19
日
火（
３
日
間
）９
時
30
分
〜　

　

16
時
30
分

※
１
日
単
位
の
受
講
も
で
き
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福
岡

▼
対
象
者　

訪
問
看
護
に
従
事
し
て

　

３
年
以
上
の
看
護
職
員

▼
募
集
人
数　

各
30
人

▼
参
加
費　

１
日
４
千
円（
資
料
代
）

▼
募
集
期
限　

９
月
30
日
月

問 

福
岡
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　

 

（
☎
092
―
631
―
１
２
２
１
）

▼
と
き　

11
月
26
日
火
、
12
月
３
日

　

火
、
10
日
火
、18
日
水
（
４
日
間
）

　

９
時
30
分
〜
16
時
30
分

※
１
日
単
位
の
受
講
も
で
き
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福
岡

▼
対
象
者　

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

　

ン
の
管
理
者

　

の
母
、
父
子
家
庭
の
父
に
扶
養
さ

　

れ
て
い
る
児
童　

③
か
つ
て
母
子

　

家
庭
の
母
で
あ
っ
た
人（
寡
婦
）　

　

④
寡
婦
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
子　

　

⑤
配
偶
者
と
死
別
ま
た
は
離
別
し

　

た
40
歳
以
上
の
配
偶
者
の
い
な
い

　

女
子
で
、
母
子
家
庭
の
母
及
び
寡

　

婦
以
外
の
人

※
貸
付
限
度
額
は
、
学
校
種
別
な
ど

に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

田
川
保
健
福
祉
事
務
所

　

 

（
☎
42
―
９
３
１
５
）

　

児
童
扶
養
手
当
の
支
払
い
回
数
見

直
し
な
ど
の
影
響
緩
和
が
目
的
で
す
。

　

分
の
児
童
扶
養
手
当
を
引
い
た
額

　

に
３
を
か
け
た
額

▼
利
子　

無
利
子

▼
償
還
期
限　

据
え
置
き
期
間
経
過

　

後
３
年
以
内

問 

田
川
保
健
福
祉
事
務
所

　

 

（
☎
42
―
９
３
１
５
）

　

高
校
中
退
な
ど
で
進
路
が
定
ま
っ

て
い
な
い
若
者
や
保
護
者
か
ら
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。

▼
と
き　

毎
週
月
曜
か
ら
土
曜
（
祝

試
験
・
講
習
会
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日
、年
末
年
始
を
除
く
）10
時
〜
19
時

▼
と
こ
ろ　

福
岡
県
若
者
自
立
相
談

　

窓
口
（
大
野
城
市
）

▼
相
談
方
法　

来
所
相
談
、
訪
問
相

　

談
、
電
話
相
談
な
ど
／
相
談
無
料

▼
相
談
ダ
イ
ヤ
ル　

☎
092
―
710
―
０

　

５
４
４

問 

福
岡
県
青
少
年
育
成
課

　

 

（
☎
092
―
643
―
３
３
８
８
）

　

障
が
い
の
あ
る
人
と
、
障
が
い
者

雇
用
を
希
望
す
る
企
業
が
一
堂
に
会

し
て
面
談
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
17
日
木　

13
時

▼
と
こ
ろ　

の
が
み
プ
レ
ジ
デ
ン
ト

　

ホ
テ
ル
（
飯
塚
市
）

問 教育委員会
学校教育課（☎82-5963）

教育のひろば
◉「添田町立小学校統合基本方針」の

　説明会を実施しました

　教育委員会では、昨年度延べ13回実施した「添
田町立小学校の明日を考える会」の中で出された
意見など受け、再度検討し、その結果として今後
の方針である「添田町立小学校統合基本方針」を
作成し、７月29日から
８月５日にかけて、津
野公民館、中元寺公民
館、町民会館、彦山総合
センターの４か所で説
明会を実施しました。

◉小学校５校を１校に統合し、
　新しい小学校を設置します

　この説明会では「添田町立小学校統合基本方針」
として、今までの経緯、教育委員会で決定した基
本方針とその理由、今後策定する「更新基本計画
（仮称）」の内容などについて説明しました。

【基本方針】

①小学校＝ 5校を 1校に統合し、新しい学校を設
置します。建替えと改修の両方を検討し、場所は
町有地とします。

②具体的な手法、場所＝今後策定する「更新基本
計画（仮称）」で決めていきます。

③「更新基本計画（仮称）」の策定方法について＝
保護者代表、地域代表、行政、学校等で構成する「更
新基本計画策定委員会」を設置し、皆さんの意見
を聴いたうえで策定します。

　また、中学校も、出来る限り早い時期に建替え
か改修を行う方針です。

　説明会資料と皆さんからの質問、意見などは町
のホームページに掲載します。建替えか改修か、
場所や工事スケジュールなどは、今後策定する「更
新基本計画（仮称）」の中で決めて行く予定です。統
合には様々な意見があろうかと思いますが、今後
は、統合に向けて皆さんと対話を続け、統合によ
るデメリットをできる限りなくし、新しい学校が
魅力ある学校となるように共に考えていきたいと
思います。今後もご理解とご協力をお願いします。

自
衛
官
採
用
試
験

就
職
・
相
談

障
害
者
雇
用
促
進
面
談
会

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
た
め
の

成
年
後
見
相
談
会

福
岡
県
若
者
自
立
相
談
窓
口

ひ
と
り
親
家
庭
の
お
子
さ
ん
の

進
学
を
応
援
し
ま
す

再
就
職
の
た
め
の
看
護
技
術

セ
ミ
ナ
ー
（
採
血
・
注
射
編
）

訪
問
看
護
師
養
成
講
習
会

中
堅
期
コ
ー
ス

訪
問
看
護
師
養
成
講
習
会

管
理
者
等
コ
ー
ス

母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金

採
石
業
務
管
理
者
試
験

子
育
て

参加者
募集

☎ 82-5962）
興係

）
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　国重要文化財中島家住宅は、経年劣化と
雨風で建物が傾き、倒壊の恐れがあること
から、平成28年度から保存解体修理に取り
組んでいます。今回、工事内容を
多くの人に周知し、保存修理工事
への理解と文化財意識の
向上を図るため、工事見
学会を行います。

▶と　き　10月5日土
　　　　　（受付開始12時30分）
　① 14時 ②15時 ③16時 ④17時
▶ところ　中島家住宅（大字添田1860）
▶定　員　各回先着20人／申込不要
問 役場まちづくり課歴史文化財係
　　　　　　　　　　　　（☎ 82-5964）

工事内容を
存修理工事

見

土
時30分）
④17時



レ
ー
キ
）
な
ど
の
先
進
安
全
技
術
を

活
用
し
た
車
の
普
及
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
詳
し
く
は「
サ
ポ
カ
ー
」で

検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　８月３日
から４日の
２日間、京
都で開催さ
れた「～京
の七夕～鴨
川納涼 2019」
に出展してきました。当日は鹿肉（ジビエ）
ステーキや添田町の特産品を販売。夏の京
都はとても暑く、熱いステーキを食べても
らえるのか心配でしたが、行列ができるほ
ど好評でした。来場者からは「鹿肉を初め
て食べたけど臭いもなくおいしかった」「ソ
テーした鹿肉がこんなに柔らいとは」など
の声が聞かれ、当日リピートして購入する
人もおり、添田町のPRとなりました。

鹿肉ステーキや特産物をＰＲ
～京の七夕～鴨川納涼2019

　

生
）　

③
10
月
19
日
土
〜
20
日
日

　
（
小
学
５
･
６
年
生
）

▼
と
こ
ろ　

福
岡
県
立
英
彦
山
青
年

　

の
家

▼
定
員　

各
20
人
程
度

※
料
金
な
ど
、
詳
し
く
は
英
彦
山
青

年
の
家
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ

さ
い
。

問 
福
岡
県
立
英
彦
山
青
年
の
家

　

 

（
☎
85
―
０
１
０
１
）

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
消

費
税
率
引
き
上
げ
分
を
活
用
し
、
公

▼
と
こ
ろ　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
春

　

日
市
）
／
参
加
無
料
（
資
料
が
必

　

要
な
場
合
は
200
円
）

▼
内
容　

講
演
「
人
生
100
年
時
代
を

　

自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
」
／

　

終
活
パ
ー
ト
ナ
ー
九
州
代
表　

眞

　

武
純
哉 

氏
、
活
動
報
告
な
ど

※
託
児
（
２
〜
６
歳
の
未
就
学
児
）

を
希
望
す
る
人
は
10
月
25
日
金
12
時

ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　

 

（
☎
092
―
584
―
３
９
２
２
）

　

高
齢
運
転
者
に

よ
る
交
通
事
故
対

策
の
一
環
と
し
て
、

追
突
被
害
軽
減
ブ

レ
ー
キ
（
自
動
ブ

き
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直

方
年
金
事
務
所
に
持
参
ま
た
は
郵
送

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
後
に

審
査
結
果
が
日
本
年
金
機
構
か
ら
通

知
さ
れ
ま
す
。
支
給
決
定
通
知
が
届

い
た
人
は
12
月
中
旬
以
降
に
給
付
金

額
が
年
金
に
上
乗
せ
さ
れ
支
給
さ
れ

ま
す
。

▼
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
受
付
時
間　

月
曜

　

＝
８
時
30
分
〜
19
時
、
火
曜
〜
金

　

曜
＝
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
、
第

　

２
土
曜
日
＝
９
時
30
分
〜
16
時

※
代
理
で
問
い
合
わ
せ
が
で
き
る
の

は
２
親
等
以
内
で
す
。

問 

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

　

 

（
☎
０
５
７
０
―
05
―
１
１
６
５
）

▼
と
き　

11
月
10
日
日　

10
時

受
給
要
件
を
満
た
し
て
い
る
人
に
は

９
月
頃
に
請

求
に
必
要
な

書
類
が
日
本

年
金
機
構
か

ら
送
ら
れ
て

▼
と
き　

10
月
20
日
日　

９
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

香
春
町
体
育
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
要
件　

添
田
町
在
住
で
身
体

　

に
障
が
い
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族

▼
参
加
費　

無
料
／
要
申
込

▼
申
込
締
切　

９
月
30
日
月

問 

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
子
育
て
・ 

　

 

障
が
い
者
支
援
係

　

 

（
☎
82
―
１
２
３
２
）

▼
と
き　

９
月
28
日
土
11
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

天
神
中
央
公
園（
福
岡
市
）

的
年
金
な
ど
の
収
入
や
所
得
額
が
一

定
基
準
額
以
下
の
年
金
受
給
者
の
生

活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上

乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

２
０
１
９
年
４
月
１
日
時
点
で
老
齢
・

障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
し
、

Information くらしに役立つ情報満載

広報そえだ（令和元年９月号）　14

▼
内
容　

筑
豊
地
域
15
市
町
村
の
自

　

慢
の
グ
ル
メ
や
特
産
品
、
愛
ら
し

　

い
ゆ
る
キ
ャ
ラ
た
ち
が
大
集
合
。

　

お
ど
り
や
太
鼓
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ

　

イ
ベ
ン
ト
に
加
え
、
今
年
は
手
形

　

ア
ー
ト
や
縁
日
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、　

　

親
子
で
楽
し
め
る
体
験
も
盛
り
だ

　

く
さ
ん
で
す

問 

福
岡
県
広
域
地
域
振
興
課

　

 

（
☎
092
―
643
―
３
１
８
０
）

　

新
し
く
出
会
っ
た
仲
間
と
一
緒
に

英
彦
山
で
キ
ャ
ン
プ
を
し
よ
う
。
登

山
や
料
理
な
ど
楽
し
い
活
動
を
た
く

さ
ん
計
画
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

①
10
月
5
日
土
〜
６
日
日

　
（
小
学
１
･
２
年
生
）　

②
10
月
12

　

日
土
〜
13
日
日
（
小
学
３
･
４
年

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

 

（
敬
称
略
）

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

添田町を元気に！

地域おこし
協力隊通信

役

し
信

役立つ情報満載載載載載載載載載載

信
Vol. ⑫

　英彦山スロープカーでは、９月
16日㈷の敬老の日に、65歳以上の
利用者（先着 100人）を対象に、
英彦山がらがらをプレゼントしま
す。日ごろの感謝の気持ちを込め
て、家族みんなで初秋の英彦山で
空中散歩を楽しみませんか。
※年齢を確認できる
ものが必要です。
問 英彦山スロープカー電車運行部
　 （☎ 85-0375）

英彦山スロープカー
「敬老の日」特典

せんか。

電車

筑
豊
フ
ェ
ア
２
０
１
９

　

〜
お
ど
り
と
食
の
祭
典
〜

田
川
郡
身
体
障
害
者
体
育
大
会

ひ
こ
さ
ん
小
学
生
向
け
キ
ャ
ン
プ

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
手
続

き
の
お
知
ら
せ

　７月の事故発生状況  （　）内は昨年同月比

　７月の事件発生状況   （　）内は昨年同月比
発生件数種　類

  オートバイ盗
  性犯罪

  空き巣・忍び込みなど

０（±０）
０（±０）
０（±０）
０（±０）

今年の累計
0
１
２
１

発生件数種　類
  事故発生（物件＋人身）
  死亡者
  負傷者

14（ー１）
０（±０）
４（＋４）

今年の累計
88
２
23

  車上ねらい

●人　口　9,720 人（ー28人）

●男　性　4,590 人（ー５人）

●女　性　5,130 人（－23人）

●世帯数　4,695世帯（ー２世帯）

●出生　４ 人

●死亡　20 人

●転入　21 人

●転出　33 人

人の動き ７月末日現在（　）は前月比

相談
●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）

　９月17日火、10月１日火

●補聴器相談（役場ロビー）

　９月11日水（13時～）、９月13日金（15時～）

●無料法律相談会

　（福岡法務局田川支局／13時～16時）

　９月10日火、10月８日火、

※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。

問 法テラス福岡（☎050-3383-5502）

●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）

　９月10日火（10時～）、26日木（14時～）

問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）

●女性の健康相談・不妊相談（福岡県嘉穂・鞍　

手保健福祉環境事務所／要予約）

　９月４日水、10月２日水（13時30分～16時30分）

問 福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所健康増

　 進課健康増進係（☎ 0948-29-0277）

納期限のお知らせ
●９月30日月が納期限です
　▷固定資産税（３期）
　▷国民健康保険税（３期）
　▷後期高齢者医療保険料（３期）
問 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）

15　広報そえだ（令和元年９月号）

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
大
会

◉とき　10月８日火～12月20日金
　①11時～12時　②14時30分～15時30分
◉ダイエット・筋力アップ教室　毎週水・金
◉腰・肩・膝痛予防教室　毎週火・木
◉参加費　無料（施設使用料は有料）
◉定員　各教室30人程度
問 クアハウス「ハピネス」（☎ 82-5061）

◉クアハウス「ハピネス」

秋の運動教室

木もくまつり
INそえだ

　子どもから大人まで、木
の遊具、木工体験など「木」
をテーマに楽しみながら学
べるイベントです。

▶と　き　10月５日土・６日日
　　　 10時～16時
▶ところ　ひこさん花工房
▶内　容　木製ボウリング、
　　　　　ビー玉ころが
　　　　　し、シーソーなど
▶入場料　大人300円
　　　　　子ども100円

問 ＮＰＯ法人アートもん
　 崎山さん
　 （☎ 090-5733-5997）

◉あそぶ、学ぶ、ふれあえる

房
グ

ど

房
グ、

▼
香
典
返
し　

▽（
故
）仲
道
愛
藏（
上

　

落
合
二
）▽（
故
）林
辰
之
輔（
下
中

　

元
寺
）
▽（
故
）松
本
雄
二（
桜
橋
）

　

▽（
故
）山
本
豊
子
（
真
木
）

○
錦
風
荘
へ

▼
慰
問　

▽
伊
藤
麗
子（
添
田
中
）▽

　

田
代
律
子（
田
川
市
）

　
　
　
　
（
令
和
元
８
月
21
日
現
在
）

サ
ポ
カ
ー
に
乗
ろ
う

　８月３日、
博多駅前広
場で開催さ
れた「水と
緑のマルシ
ェ」に出展
してきまし
た。先日放送された「ふるさとＷｉｓｈ」
つながりということがきっかけとなり、赤
村の地域おこし協力隊と協力して赤村産の
米粉と添田産の鹿肉を使用した「鹿肉のボ
ロネーゼ米粉ガレット」を販売し、多くの
人に好評をいただきました。また、別のブ
ースでは同じく添田産鹿肉を使用した「添
田鹿カレー」を販売し、町の良さを知って
もらうきっかけになりました。

添田鹿カレーなどが大好評でした
水と緑のマルシェ

保健師・管理栄養士による個別健康相談
▶とき　９月18日水　10時～12時
▶ところ　添田人材開発センター１階
▶内容　健診結果や食生活、栄養改善に関すること
▶申込期限　９月17日火
問 役場保健福祉環境課健康対策係（☎88―8111）



９

令
和
元
年
９
月
号

広報

そ
え
だ

2019

◇
印
刷
／
丸
五
印
刷
株
式
会
社

※
広
報
そ
え
だ
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

◇
発
行
／
添
田
町
　
◇
編
集
／
総
務
課

〒
824-0691　

福
岡
県
田
川
郡
添
田
町
大
字
添
田
2151

番
地
　
　

☎
0947- 82-1231　

FA
X
0947-82-2869

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
http://w

w
w
.tow
n.soeda.fukuoka.jp

公
務
の
合
間
に
ふ
と
目
に
し
ま
し
た
。「
知
っ
て
る
？
添

田
町
の
歴
史
」
を
知
っ
て
ま
す
か
。
２
０
１
６
年
（
平

成
28
年
）
に
添
田
町
の
事
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
子
ど

も
向
け
に
作
っ
た
本
で
す
。
各
学
校
の
図
書
館
に
も
あ

り
ま
す
し
、
姉
妹
町
の
北
海
道
美
深
町
に
も
送
り
ま
し
た
。
添
田
町
の
歴
史
を

中
心
に
い
ろ
ん
な
事
が
分
か
り
ま
す
。
大
人
も
楽
し
め
る
本
で
す
。
▼
少
し
紹

介
し
ま
す
。
表
紙
に
は
ひ
こ
ち
ゃ
ん
・
ゆ
ず
ち
ゃ
ん
、
天
狗
が
書
か
れ
て
お
り
、

ま
ず
ク
イ
ズ
が
あ
り
ま
す
。「
英
彦
山
の
た
か
さ
は
何
メ
ー
ト
ル
？
」
か
ら
は

じ
ま
り
ま
す
。
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
と
「
添
田
町
を
知
ろ
う
」
と
言
う
事
で
添
田

町
の
作
物
、
添
田
町
に
住
む
鳥
や
町
章
・
町
の
木
・
町
の
花
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
続
き
ま
す
。
ど
の
く
ら
い
知
っ
て
ま
し
た
か
。
当
然
全
部
正
解
だ

と
思
い
ま
す
。
▼
明
治
44
年
4
月
1
日
添
田
町
施
行
で
人
口
が
1
万
２
４
４
１

人
、昭
和
41
年
12
月
24
日
添
田
町
の
炭
鉱
完
全
閉
山
な
ど
添
田
町
の
歴
史
年
表
、

歴
史
を
知
ろ
う
と
縄
文
時
代
の
添
田
町
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
津
野
の
下
井
地
区
で

９
０
０
０
年
前
頃
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
跡
を
発
見
と
か
、
弥
生
時
代
か
ら
古
墳

時
代
「
庄
原
遺
跡
」
か
ら
青
銅
や
り
が
ん
な
鋳
型
の
発
掘
や
岩
瀬
・
野
田
・
塚

原
・
真
木
・
金
の
原
古
墳
、
奈
良
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
お
い
て
、
中
元
寺
宮

の
前
遺
跡
か
ら
役
所
の
よ
う
な
遺
跡
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
や
英
彦
山
の
山
伏
、

岩
石
城
の
歴
史
、
炭
鉱
の
歴
史
、
伊
原
水
路
そ
し
て
添
田
の
昔
話
、
圧
巻
は
添

田
町
に
数
多
く
あ
る
文
化
財
が
網
羅
さ
れ
て
い
ま
す
。
▼
自
然
に
も
言
及
し
、

守
り
た
い
景
観
と
し
て
深
倉
峡
、
金
の
原
台
地
、
伝
統
文
化
に
英
彦
山
が
ら
が

ら
、
神
幸
祭
、
野
田
獅
子
楽
、
津
野
神
楽
、
落
合
獅
子
楽
、
近
代
の
も
の
ご
と

と
し
て
二
又
ト
ン
ネ
ル
の
爆
発
、
油
木
ダ
ム
、
陣
屋
ダ
ム
、
各
小
学
校
で
最
後

に
添
田
町
が
よ
く
わ
か
る
マ
ッ
プ
で
締
め
て
い
ま
す
。
▼
添
田
町
の
歴
史
・
文

化
を
知
る
こ
と
に
よ
り
誇
り
と
自
覚
を
醸
成
し
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
ま
ち
づ
く
り
そ
し
て
町
の
活
性
化
の
基
本
的
な
事
項
が
確
認
で
き
る
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。
小
学
生
向
け
の
本
で
す
が
、
私
も
知
ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。
読
み
返
し
て
み
る
と
面
白
い
も
の
で
し
た
。
▼
子
ど
も
さ
ん
や
お

孫
さ
ん
、
町
外
に
住
む
子
ど
も
達
に
薦
め

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
本
の
宣

伝
み
た
い
に
な
り
ま
し
た
が
、
一
冊
千
円

ち
ょ
う
ど
で
す
。
役
場
ま
ち
づ
く
り
課
歴

史
文
化
財
係
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
繰

り
返
し
ま
す
が
、
大
人
が
見
て
も
楽
し
い

本
で
す
。「
知
っ
て
る
？
添
田
町
の
歴
史
」

公田成も

◉防災無線放送内容確認サービス（☎ 88-8555）火災については、☎ 42-0119におかけください。

フォトレポート
今年はメッセージ付き花火も

そえだ花火大会
今今

　暑い１日となった８月３日、そえだサン・スポーツランドで花
火大会が行われました。ステージでは、そえだまち観光大使の女
優熊谷真実さんの軽快なトークや、ＢｌｕｅＭｏｏｎＢｏｏによる歌
とダンスで会場を盛り上げました。今年は姉妹町である北海道の
美深町から子どもたちも来町し、ステージ上へ。最後は約６千人
の来場客が５千発の花火に酔いしれていました。

り中介ま
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